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第2回臨時会（令和7年4月25日）
第2回定例会（令和7年6月17日～25日）
◆議会報告会を開催しました
◆可決した条例、補正予算など
◆議会運営委員・常任委員を選任
◆一般質問
◆広報編集委員が変わりました
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　議会報告会は、議会の活動を市民の皆さんに報告し、議会をより身近に感じていただくこと、そして、市
民の皆さんと議員が直接対話し、寄せられた意見等を議会運営や市政に反映していくことを目的としていま
す。コロナ禍などで開催を見送っていましたが、今回７年ぶりに開催し、当日は36人が参加され、
貴重な御意見等を多数いただきました。
　なお、議会報告会の詳細をまとめた報告書を市議会ホームページに掲載しています。

議 会 改 革
　議会運営や制度を見直し、より透明で効率的な議会を実現するために検討を進めている「議会基
本条例の制定」「タブレット端末導入による議会のペーパーレス化」について、鶴岡恵司議会改革
特別委員長から報告しました。

　　タブレット端末の導入経費はどれくらいですか？
全議員がタブレット端末を使えるように、講習などもしっかり取り組んでほしい。

　　タブレット端末には機種によって価格差があり、最低限の性能を満たしつつ、できるだけ安価
な機種を選ぶ方向で検討しています。導入予定は議員分14台、事務局分４台、予備１台の計19台
で、端末代は安価なもので約１１５万円。また、システム使用料
や導入経費として約１００万円が見込まれます。先進地の事例で
は、定例会を重ねる中で自然と使えるようになったとのことで、
導入後は講習などを通じてしっかり対応していく予定です。

こ ど も 子 育 て
　令和７年第１回定例会で議決した「深川市こども子育て条例」の制定の主旨や議案審議における
主な質疑と答弁について、田畑陽美厚生文教常任委員長から報告しました。

　　こども子育て条例では基本理念やこどもの権利、地域や市民などの役
割が示されていますが、具体的にはどのような内容ですか？
　　この条例は、こども子育て支援の推進とこどもの権利の尊重を目的としており、今後の市の施
策にこどもの意見を積極的に取り入れていくことを方針としています。少子化が進む中、こども
を地域全体で育てていくという考えの下、市では「こどもまんなか
応援サポーター」の募集を行い、見守りや声かけなどの協力を呼び
かけています。また、社会福祉協議会ではボランティアによる「こ
ども食堂」の開催なども行われています。条例ができたばかりの今
は、具体的な行動を求める段階ではありませんが、地域社会全体で
こどもを見守る意識を持っていただければと思います。

Q

Ａ

Q

Ａ

厚生文教常任委員会

議会改革特別委員会

議会報告会

市 の 予 算
　令和７年第１回定例会で議決した各会計の当初予算のうち、令和７年度の新規・重点事業に関す
る主な質疑と答弁について、村上誠予算審査特別委員長から報告しました。

Ｑ　中学校の新制服が導入された理由と、制服購入費用に対する助成金が
３年間とされている理由は何ですか？
Ａ　今回の新制服の導入は生徒からの要望などを踏まえ、各学校で協議し決定されました。ＬＧＢ
ＴＱ（性的少数者）への配慮から、性別に関係なくブレ
ザーを着用し、スラックスかスカートを選べるデザイン
となっています。これにより、生徒が自分の意思で制服
を選べるようになり、学校としては性別に関係なく個人
の選択を尊重する方針です。新制服の導入に当たり、譲
受け、リユースができない３年間は、市が制服購入費用
の一部を助成しますが、３年経過後に助成金が継続され
るかどうかは、まだ議論されていません。

下 水 道 使 用 料
　令和６年第４回定例会で議決した「深川市下水道条例の一部を改正する条例」の改正の主旨や議
案審議における主な質疑と答弁について、宮澤孝司総務経済常任委員長から報告しました。

Ｑ　水道料金の基本水量を見直せませんか？
　下水道料金が26年ぶりに見直されましたが、将来に向けて、ぜひ考えていただきたいことがあ
ります。水道料金は、使用水量が月に４立方メートル以下の家庭でも、８立方メートル分の基本
料金が請求され、同じ水量の下水道使用料もかかります。特に高
齢者など、使用水量が少ない方にとっては負担が大きいため、年
金生活やアルバイト収入で暮らす方々にも配慮した料金体系を考
えていただきたいです。

Ａ　低所得者に配慮した基本料金について議論が必要と考えますの
で、委員会としての対応を検討します。

議 会 報 告 会
委員会ごと

の主な内容
を報告しま

す

Q

Q

Ａ

Ａ

総務経済常任委員会

予算審査特別委員会
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Pick Up
補正予算
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取
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議決結果
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回

※補正予算　年度当初の予算（当初予算）に、追加・その他の変更を加えるために提出される予算
※付議事件　本市議会だよりでは、議案のうち条例、補正予算、人事案件、意見書以外のものを付議事件
　　　　　　としています。

公
共
交
通
確
保
対
策
等
の
補
正
予
算
案
を
可
決

条　例

5件
補正予算※

2件
人事案件

3件
意見書

6件
付議事件※

12件 臨時会
第２回

定例会
第２回

全
会
一
致

　６月17日開会の第２回定例会において、ＪＲ留萌本線廃線後の代替交通や、生きがい
文化センターの今後の在り方に関する検討費用など、各事業費が計上された一般会計補
正予算（第１号）を可決しました。事業の中から主なものを紹介します。

　ＪＲ留萌本線廃止に伴い、路線バス沼田
線を代替交通として再編するに当たり、運
行事業者である道北バス株式会社が路線バ
ス車両を新たに２台購入するため、その購
入費用に対し、沿線自治体でバス事業者に
補助金を交付するものです。

　６月17日開会の第２回定例会に提案された議案は、条例５件、補正予算２件、人事案
件３件、意見書６件、付議事件として報告２件、工事請負契約の締結１件、財産の取得
３件、専決処分の承認１件の合わせて23件でした。
　うち、補正予算２件、人事案件３件、付議事件５件は、17日に全会一致で可決・同意
・適任と答申・承認。また、17日は第１回定例会から継続審査としていた陳情第１号を
賛成少数で不採択としました。
　条例５件は、総務経済常任委員会の審査を経て、25日の最終日に全会一致または賛成
多数で可決。また、25日は追加提案の意見書６件を全会一致で可決しました。

ＪＲ留萌本線代替交通、生きがい文化センターの在
り方の検討に要する事業費を含む補正予算案を可決

～第２回定例会のあらまし～

ＪＲ留萌本線代替交通車両の
購入費用助成

総額総額 万円万円3,0663,066
　生きがい文化センターの利活用の方策な
ど、今後の在り方について検討していきま
す。この検討に当たっては、総務省の地域
力創造アドバイザー制度を活用し、地域の
活性化に関する知見やノウハウを有する外
部専門家を招聘し、指導や助言を受けるも
のです。

生きがい文化センターの
在り方検討（専門家の招聘）

総額総額 万円万円644644
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議会改革
Pick Up

Pick Up
陳情審査

Appo
int議会運営委員・常任委員を選任

　議員の任期は４年ですが、議会運営委員・
常任委員の任期は２年であるため、６月25日
の本会議で、下記のとおり後期の議会運営委
員・常任委員を選任しました。

任期：令和７年６月25日～
　　　令和９年６月17日（議員任期満了）

議会運営委員・常任委員を選任

》》　議会運営委員会

■
■
■

委 員 長
副委員長
委　　員

北村　　薫
山本　時雄
村上　　誠　　伊藤美恵子　　松本　雅祐

》》　総務経済常任委員会

■
■
■

委 員 長
副委員長
委　　員

宮澤　孝司
伊藤美恵子
北村　　薫　　有働　正夫　　新田　　旺
松本　雅祐　　佐々木一夫

》》　厚生文教常任委員会

■
■
■

委 員 長
副委員長
委　　員

田畑　陽美
村上　　誠
鶴岡　恵司　　大前　昭代　　山本　時雄
松原やす子

※近沢弘幸議長は、議長職に専念するため、議会の許可を得て厚生文教常任委員を
　辞任しました。

第２回
臨時会

第２回
定例会

工事請負契約の締結について（深川市複
合施設建設工事（建築主体工事））

工事請負契約の締結について（深川市複
合施設建設工事（強電設備工事））

工事請負契約の締結について（深川市複
合施設建設工事（空調換気設備工事））

加齢による難聴者への補聴器購入に対す
る公的助成制度を求める陳情書

深川市都市農村交流センター条例の一部
を改正する条例について

議 員 名（ 議 席 番 号 順 ）
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○
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○
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●
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原
や
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○

○

○

●
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田
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○
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北
村　
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－

－

－

－

－

近
沢　
弘
幸

○

○

○

●

○

鶴
岡　
恵
司

○

○

○

●

○

宮
澤　
孝
司

○

○

○

●

○

松
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○

○

○

●

○

山
本　
時
雄

※賛成＝○、反対＝●、近沢弘幸議長は採決に加わりません。

議会のペーパーレス化に向けてタブレット端末導入を検討中

　深川市議会では、議会運営の活性化や効率化、環
境負荷の軽減を目的に、タブレット端末を活用した
ペーパーレス化を検討しています。６月30日には、
ペーパーレス会議システムのデモンストレーション
を実施し、導入に向けた準備を進めており、今後、
年度内の導入を目指し、さらなる検討を重ねていき
ます。 会議システムのデモンストレーションの様子

　令和７年第１回定例会において、陳情第１号「加齢による難聴者への補聴器購入に対す
る公的助成制度を求める陳情書」が厚生文教常任委員会に付託され、委員会を３月10日及
び４月25日の２回開催し、慎重に審査を行いました。
　この陳情の趣旨は、加齢性難聴が社会生活に支障を来たし、認知症や鬱病の一因ともさ
れていることから、補聴器の使用によって生活の質の維持、健康寿命の延伸、医療費の抑
制につながるため、深川市独自の補聴器購入助成制度の創設を求めるものです。
　委員会における審査の中で、「難聴は個人差が大きいため一律の対応が困難。助成制度
の導入には、他市町村の動向や所管部署の検討状況を踏まえた総合的な判断が必要であり、
現時点での採択は時期尚早と考えるため、本陳情は不採択とすべき」「補聴器購入助成は
全国的に広がっており、深川市でも６００筆の署名が提出されたことは重く受け止めるべ
き。加齢性難聴は今後深刻化が予想され、社会生活を支えるためにも支援体制の整備が求
められることから、本陳情は採択すべき」などの発言がありました。
　その後採決を行い、陳情第１号を賛成少数により不採択すべきものと決定し、令和７年
第２回定例会初日の本会議においても、賛成少数により不採択とすることに決定しました。

加齢による難聴者への補聴器購入に対する公的助成制度を
求める陳情書

賛
成
少
数
で
不
採
択
に
決
定
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東
京
都
渋
谷
区
や
世
田

谷
区
は
、
マ
イ
ナ
保
険
証
の

有
無
に
か
か
わ
ら
ず
、
国
民

健
康
保
険
の
加
入
者
に
資
格

確
認
書
を
一
律
発
送
す
る
方

針
を
示
し
た
。
深
川
市
に
お

い
て
も
同
様
の
対
応
を
行
う

考
え
が
あ
る
か
、
市
の
見
解

を
伺
う
。

　
　
後
期
高
齢
者
医
療
制
度

の
加
入
者
に
は
、
市
町
村
窓

口
に
資
格
確
認
書
の
交
付
を

求
め
る
方
が
集
中
す
る
懸
念

か
ら
、
マ
イ
ナ
保
険
証
の
有

無
に
か
か
わ
ら
ず
資
格
確
認

書
を
暫
定
的
に
交
付
す
る
よ

う
国
か
ら
通
知
さ
れ
て
い
ま

す
。
一
方
、
国
民
健
康
保
険

は
、
一
律
交
付
す
る
状
況
に

は
な
い
と
の
見
解
が
示
さ
れ

て
お
り
、
資
格
確
認
書
の
作

成
経
費
等
も
考
慮
し
、
本
市

で
は
、
マ
イ
ナ
保
険
証
を
保

有
し
て
い
な
い
被
保
険
者
に

限
り
資
格
確
認
書
を
交
付
す

る
考
え
で
す
。

　
　
日
本
共
産
党
が
発
表
し

た
不
登
校
対
策
の
提
言
で
は
、

子
供
の
居
場
所
が
重
視
さ
れ

て
い
る
。
北
海
道
教
育
委
員

会
は
そ
の
対
策
と
し
て
仮
想

空
間
に
よ
る
不
登
校
支
援
を

開
始
し
た
が
、
市
は
仮
想
空

間
の
活
用
を
考
え
て
い
る
か
。

　
　
北
海
道
教
育
委
員
会
の

仮
想
空
間
を
利
用
で
き
る
自

治
体
は
、
原
則
、
教
育
支
援

セ
ン
タ
ー
等
が
未
設
置
で
、

相
談
・
指
導
等
を
受
け
ら
れ

な
い
地
域
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

本
市
で
は
、
教
育
支
援
セ
ン

タ
ー
し
ら
か
ば
教
室
や
中
学

校
に
サ
テ
ラ
イ
ト
教
室
を
設

置
し
て
い
る
ほ
か
、
ス
ク
ー

ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
や
ス
ク
ー

ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
に

よ
る
相
談
体
制
も
整
え
て
い

る
こ
と
か
ら
、
現
時
点
で
の

利
用
予
定
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

子
供
の
居
場
所
の
一
つ
と
し

て
動
向
を
注
視
し
て
い
き
ま

す
。

　
　
現
在
、
小
型
家
電
や
古

着
、
大
型
ス
チ
ー
ル
缶
等
は

「
燃
や
せ
る
ご
み
」
や
「
燃

や
せ
な
い
ご
み
」
と
し
て
回

収
し
て
い
る
が
、
ご
み
の
減

量
化
と
リ
サ
イ
ク
ル
率
を
向

上
さ
せ
る
た
め
、
資
源
ご
み

と
し
て
拠
点
回
収
で
き
な
い

か
伺
う
。

　
　
拠
点
回
収
を
実
施
す
る

場
合
に
は
、
回
収
場
所
の
選

定
や
廃
棄
物
処
理
施
設
へ
の

運
搬
方
法
の
確
立
な
ど
の
課

題
が
あ
り
ま
す
。
既
存
の
分

別
収
集
に
新
た
な
分
別
区
分

を
加
え
る
場
合
に
は
、
効
率

的
な
収
集
体
制
や
運
搬
方
法

の
見
直
し
、
さ
ら
に
は
北
空

知
４
町
と
の
調
整
も
必
要
に

な
り
ま
す
。
こ
の
た
め
、
整

理
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
課

題
が
多
い
状
況
に
あ
り
ま
す

が
、
ま
ず
は
先
行
し
て
い
る

自
治
体
の
取
組
状
況
に
つ
い

て
調
査
研
究
し
て
い
く
考
え

で
す
。

　
　
近
年
、
40
歳
未
満
の
若

手
職
員
の
退
職
が
増
加
傾
向

に
あ
る
が
、
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ

バ
ラ
ン
ス
の
推
進
や
ラ
イ
フ

ス
テ
ー
ジ
に
合
わ
せ
た
フ
レ

ッ
ク
ス
タ
イ
ム
制
の
導
入
な

ど
、
多
様
な
働
き
方
を
導
入

す
る
こ
と
に
つ
い
て
考
え
を

伺
う
。

　
　
フ
レ
ッ
ク
ス
タ
イ
ム
制

や
時
差
出
勤
な
ど
、
職
員
の

ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
に
応
じ
た

働
き
方
を
可
能
と
す
る
制
度

は
、
業
務
の
効
率
化
や
人
材

の
定
着
に
も
つ
な
が
る
も
の

と
捉
え
て
い
ま
す
。
制
度
の

導
入
に
は
、
市
民
対
応
業
務

と
の
両
立
や
、
勤
怠
管
理
の

在
り
方
、
制
度
運
用
に
お
け

る
公
平
性
の
確
保
な
ど
、
様

々
な
課
題
の
整
理
と
対
応
策

の
検
討
が
必
要
と
な
り
ま
す

の
で
、
他
自
治
体
の
先
行
事

例
や
運
用
実
態
を
参
考
に
、

慎
重
に
研
究
し
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

資
格
確
認
書
の
交
付
に
つ
い
て

国
の
見
解
等
に
基
づ
き
交
付

まつばら こ

「日本共産党」
松原やす子  議員

仮
想
空
間
に
よ
る
不

登
校
支
援
の
考
え
は

教育行政執行方針
：北海道教育委員
会HP

資格確認書のイメージ

若
手
職
員
の
離
職
を

防
ぐ
働
き
方
改
革

ご
み
減
量
化
と
資
源
ご
み
回
収

先
進
事
例
を
調
査
研
究
す
る

第２回定例会で行った10人の
議員の一般質問を紹介します。

い とう み　え　こ

「民主クラブ」
伊藤美恵子  議員

気
象
防
災
の
専
門
知
識
向
上
を

災
害
対
応
す
る
人
材
を
育
成

おおまえあき よ

「民主クラブ」
大前昭代  議員

　
　
気
象
防
災
ア
ド
バ
イ
ザ

ー
を
配
置
す
る
こ
と
で
、
よ

り
実
践
的
な
支
援
が
可
能
と

な
り
、
防
災
意
識
の
向
上
や

災
害
時
の
被
害
を
最
小
限
に

抑
え
る
効
果
が
期
待
さ
れ
る
。

こ
う
し
た
人
材
の
育
成
に
関

す
る
現
状
と
今
後
の
展
望
を

伺
う
。

　
　
国
や
北
海
道
な
ど
が
実

施
す
る
研
修
会
へ
の
参
加
を

は
じ
め
、
気
象
台
に
よ
る
ワ

ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
形
式
の
災
害

対
策
本
部
訓
練
の
実
施
、
地

域
防
災
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
で
あ

る
北
海
道
職
員
を
講
師
と
し

た
防
災
研
修
、
さ
ら
に
職
員

自
主
研
修
グ
ル
ー
プ
に
よ
る

災
害
時
の
保
健
活
動
に
関
す

る
継
続
的
な
研
修
な
ど
を
通

じ
て
、
災
害
時
に
適
切
な
対

応
が
で
き
る
よ
う
研
さ
ん
を

重
ね
て
い
ま
す
。
今
後
も
様

々
な
機
会
を
活
用
し
、
災
害

対
応
に
必
要
な
人
材
育
成
に

努
め
て
い
き
ま
す
。

　
　
家
族
で
田
舎
暮
ら
し
を

体
験
し
つ
つ
、
子
供
を
そ
の

地
域
の
保
育
園
に
通
わ
せ
る

保
育
園
留
学
に
注
目
が
集
ま

っ
て
い
る
。
既
存
事
業
を
組

み
合
わ
せ
る
こ
と
で
、
実
施

が
可
能
と
思
わ
れ
る
が
、
こ

の
取
組
に
対
す
る
市
の
考
え

を
伺
う
。

　
　
保
育
園
留
学
の
実
施
に

向
け
て
は
、
受
入
れ
態
勢
の

整
備
な
ど
既
存
事
業
の
組
み

合
せ
以
外
に
も
様
々
な
準
備

が
必
要
で
す
。
し
か
し
、
こ

の
事
業
は
留
学
す
る
子
供
ば

か
り
で
な
く
、
受
入
先
と
な

る
保
育
園
等
の
園
児
の
成
長

に
と
っ
て
も
大
き
な
刺
激
と

な
る
ほ
か
、
保
護
者
も
一
緒

に
そ
の
地
域
の
文
化
や
暮
ら

し
を
体
験
す
る
こ
と
で
、
関

係
人
口
の
創
出
や
経
済
効
果

に
つ
な
が
る
可
能
性
を
秘
め

た
事
業
と
考
え
ら
れ
る
た
め
、

事
業
実
施
に
向
け
検
討
を
進

め
る
考
え
で
す
。

保
育
園
留
学
に
対
す

る
市
の
考
え
は

気象防災アドバイ
ザー：気象庁HP

保育園留学のイメージ
（親子カヌー遠足）

紙等資源ごみの出
し方：市HP
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新
庁
舎
周
辺
整
備
後
の
活
用
は

に
ぎ
わ
い
創
出
に
向
け
利
活
用

た ばたはる み

「民主クラブ」
田畑陽美  議員

　
　
市
内
公
立
高
校
へ
の
進

学
者
数
の
確
保
に
向
け
、
公

立
高
等
学
校
の
魅
力
づ
く
り

事
業
が
継
続
さ
れ
て
い
る
。

志
望
者
の
増
加
を
図
る
に
は
、

進
学
ク
ラ
ス
の
設
置
な
ど
、

も
う
一
歩
進
め
た
施
策
が
必

要
と
思
う
が
、
市
の
考
え
を

伺
う
。

　
　
進
学
ク
ラ
ス
の
設
置
に

つ
い
て
は
、
関
係
者
か
ら
ハ

ー
ド
ル
が
高
い
の
で
は
な
い

か
と
の
意
見
が
出
さ
れ
ま
し

た
が
、
今
後
も
学
校
や
地
域

の
関
係
者
に
よ
る
意
見
交
換

会
を
継
続
し
、
意
見
や
要
望

を
伺
い
な
が
ら
市
内
公
立
高

校
へ
の
支
援
の
見
直
し
を
進

め
て
い
き
ま
す
。
な
お
、
深

川
東
高
校
に
つ
い
て
は
、
首

都
圏
な
ど
、
道
外
か
ら
の
生

徒
受
入
れ
に
向
け
た
対
策
を

市
長
部
局
で
検
討
を
進
め
て

お
り
、
教
育
委
員
会
と
し
て

も
市
長
部
局
と
連
携
を
図
り

な
が
ら
取
り
組
ん
で
い
き
ま

す
。　

　
　
今
後
、
小
麦
や
大
豆
の

増
産
が
計
画
さ
れ
て
い
る
中
、

既
存
の
小
麦
・
大
豆
乾
燥
調

製
貯
蔵
施
設
で
は
処
理
能
力
、

貯
蔵
能
力
の
不
足
が
懸
念
さ

れ
て
い
る
。
Ｊ
Ａ
き
た
そ
ら

ち
の
施
設
増
設
の
検
討
に
対

す
る
市
の
考
え
を
伺
う
。

　
　
小
麦
や
大
豆
の
生
産
は
、

地
域
農
業
の
維
持
・
発
展
を

考
え
る
上
で
必
要
不
可
欠
な

も
の
で
、
今
後
、
処
理
量
を

向
上
さ
せ
る
た
め
の
取
組
は

大
変
重
要
で
あ
る
と
考
え
て

い
ま
す
。
そ
の
中
で
、
Ｊ
Ａ

き
た
そ
ら
ち
の
施
設
増
設
の

検
討
に
つ
い
て
は
、
ど
う
い

っ
た
施
設
整
備
を
行
う
の
か

注
視
す
る
と
と
も
に
、
こ
れ

ら
の
整
備
に
必
要
不
可
欠
な

国
費
の
活
用
に
当
た
っ
て
は
、

Ｊ
Ａ
き
た
そ
ら
ち
と
十
分
連

携
を
図
り
な
が
ら
、
関
係
機

関
等
と
協
議
を
進
め
て
い
く

考
え
で
す
。

小
麦
・
大
豆
受
入
施

設
の
増
設
に
つ
い
て

市役所敷地の使用
について：市HP

整備を完了した新庁舎の
周辺環境

　
　
新
庁
舎
及
び
そ
の
周
辺

の
整
備
が
進
ん
だ
現
在
、
庁

舎
敷
地
内
で
の
市
主
催
イ
ベ

ン
ト
の
開
催
や
、
地
域
主
催

イ
ベ
ン
ト
の
会
場
と
し
て
貸

し
出
す
な
ど
、
に
ぎ
わ
い
創

出
の
場
と
し
て
の
活
用
も
有

効
と
考
え
る
が
、
市
の
見
解

を
伺
う
。

　
　
新
庁
舎
正
面
の
駐
車
場

は
、
来
庁
者
の
安
全
を
確
保

す
る
目
的
か
ら
、
来
庁
者
の

動
線
と
路
線
バ
ス
の
運
行
ル

ー
ト
が
交
差
し
な
い
よ
う
配

慮
し
つ
つ
、
イ
ベ
ン
ト
開
催

時
に
も
十
分
な
ス
ペ
ー
ス
が

確
保
で
き
る
よ
う
設
計
さ
れ

て
い
ま
す
。
市
庁
舎
の
利
用

目
的
を
妨
げ
な
い
範
疇
と
は

な
り
ま
す
が
、
市
主
催
・
民

間
主
催
を
問
わ
ず
、
本
市
の

に
ぎ
わ
い
創
出
に
つ
な
が
る

イ
ベ
ン
ト
の
開
催
な
ど
、
庁

舎
敷
地
の
有
効
活
用
が
図
ら

れ
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
き

ま
す
。　

　
　
若
者
や
子
育
て
世
代
が

地
域
で
活
躍
で
き
る
ま
ち
づ

く
り
に
は
、
柔
軟
な
発
想
や

時
代
の
変
化
に
即
し
た
暮
ら

し
方
を
受
け
入
れ
る
こ
と
が

重
要
だ
が
、
こ
う
し
た
世
代

を
地
域
に
巻
き
込
む
環
境
づ

く
り
に
つ
い
て
、
市
の
考
え

を
伺
う
。

　
　
昨
年
実
施
し
た
中
高
生

タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
参

考
に
、
今
年
度
も
子
供
た
ち

の
意
見
を
聞
く
場
を
設
け
る

べ
く
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
取
組
は
、
国
や
北

海
道
で
も
積
極
的
に
行
わ
れ

て
お
り
、
本
市
に
お
い
て
も
、

将
来
の
子
育
て
世
代
と
な
る

子
供
た
ち
や
若
者
の
声
を
聞

く
機
会
を
確
保
す
る
と
と
も

に
、
そ
の
意
見
等
の
反
映
方

法
に
つ
い
て
検
討
を
重
ね
、

若
者
が
ま
ち
づ
く
り
に
関
わ

っ
て
い
る
と
実
感
で
き
る
環

境
づ
く
り
に
努
め
て
い
き
ま

す
。

若
者
が
活
躍
で
き
る

ま
ち
づ
く
り
を

市
長
の
自
己
処
分
に
つ
い
て

一
部
事
務
組
合
で
答
え
る
内
容

さ　さ　き かず お

「れいわ新選組」
佐々木一夫  議員

市
内
高
校
へ
の
進
学
者
確
保
を

支
援
の
見
直
し
を
進
め
る

深川西高校・深川
東高校の魅力づく
りへの支援：市HP

深川西高校・深川東高校

深川市立病院HP

深川市立病院

むらかみ まこと

「公政クラブ」
村上　誠  議員

　
　
市
長
は
、
北
空
知
衛
生

セ
ン
タ
ー
の
施
設
修
繕
に
関

す
る
不
適
切
な
事
務
処
理
で

は
責
任
を
認
め
自
己
処
分
を

課
し
た
が
、
元
消
防
長
の
横

領
金
の
債
権
放
棄
に
つ
い
て

は
自
己
処
分
を
行
わ
な
い
の

か
。
そ
の
基
準
と
倫
理
観
は

何
か
。

　
　
こ
の
質
問
内
容
は
、
深

川
市
の
行
政
事
務
に
対
す
る

も
の
で
は
な
く
、
一
部
事
務

組
合
で
処
理
す
る
事
務
に
係

る
内
容
で
す
の
で
、
こ
の
深

川
市
議
会
の
場
で
お
答
え
す

る
も
の
で
は
な
い
と
考
え
ま

す
。

　
　
公
務
中
に
公
用
機
器
を

使
っ
た
贈
収
賄
問
題
・
虚
偽

報
告
の
放
射
線
課
管
理
職
は

訓
告
と
厳
重
注
意
で
、
管
理

職
で
は
な
い
職
員
の
私
生
活

で
の
軽
度
な
違
反
が
厳
罰
の

懲
戒
で
は
、
処
分
の
公
平
性

を
定
め
る
地
方
公
務
員
法
違

反
で
は
。

　
　
診
療
放
射
線
課
管
理
職

の
関
係
は
、
こ
れ
ま
で
も
虚

偽
報
告
や
事
実
の
捏
造
を
行

っ
た
と
は
捉
え
て
い
な
い
と

お
答
え
し
て
い
ま
す
。
処
分

に
関
し
て
は
、
市
の
規
則
、

人
事
院
の
処
分
事
例
や
国
の

関
係
法
令
な
ど
を
参
考
に
し

つ
つ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
事
案
に

対
し
厳
正
・
公
正
に
対
応
し

た
も
の
で
あ
り
、
地
方
公
務

員
法
に
抵
触
す
る
と
は
考
え

て
い
ま
せ
ん
。
ま
た
、
異
な

る
事
案
に
対
し
処
分
量
定
を

判
断
し
て
い
る
た
め
、
公
平

性
を
比
較
す
べ
き
も
の
で
は

な
い
と
考
え
ま
す
。
な
お
、

質
問
の
中
で
贈
収
賄
問
題
と

の
表
現
が
あ
り
ま
す
が
、
刑

事
訴
訟
法
に
基
づ
く
刑
事
告

発
義
務
の
対
象
と
な
る
犯
罪

と
は
考
え
て
お
ら
ず
、
そ
の

よ
う
な
司
法
判
断
も
下
さ
れ

て
い
な
い
と
認
識
し
て
い
ま

す
。

病
院
職
員
の
懲
戒
処

分
は
不
公
平
で
は
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一　般　質　問 一　般　質　問

更
新
後
の
旧
端
末
の
活
用
は

計
画
に
基
づ
き
再
利
用
・
処
分

みやざわたかし

「令和公明クラブ」
宮澤孝司  議員

ＩＣＴを活用した
教育の推進：市H
P

タブレット端末を使用し
た授業風景

　
　
小
中
学
生
に
貸
与
さ
れ

て
い
る
学
習
用
端
末
の
更
新

に
伴
い
、
使
用
済
み
端
末
は

各
学
校
に
て
学
校
長
や
外
部

支
援
員
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
、
図

書
館
、
公
民
館
な
ど
で
活
用

さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
端

末
の
利
活
用
に
対
す
る
考
え

を
伺
う
。

　
　
端
末
整
備
・
更
新
計
画

に
基
づ
く
リ
ユ
ー
ス
及
び
処

分
の
対
象
と
な
る
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ

ス
ク
ー
ル
端
末
は
１
１
８
３

台
あ
り
ま
す
。
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス

ク
ー
ル
端
末
の
取
扱
い
に
関

す
る
国
か
ら
の
通
知
を
踏
ま

え
、
旧
端
末
の
活
用
に
つ
い

て
は
、
学
校
で
の
授
業
や
公

共
施
設
に
お
い
て
、
可
能
な

限
り
再
利
用
を
検
討
し
て
い

き
ま
す
。
ま
た
、
再
利
用
が

困
難
な
場
合
は
、
個
人
情
報

漏
え
い
等
が
発
生
し
な
い
よ

う
関
連
法
令
に
基
づ
き
、
適

切
に
処
分
を
行
っ
て
い
き
ま

す
。

　
　
ふ
る
さ
と
納
税
で
付
与

さ
れ
て
い
た
ポ
イ
ン
ト
制
度

が
、
10
月
１
日
を
も
っ
て
廃

止
と
な
る
。
こ
の
背
景
に
は

ポ
イ
ン
ト
付
与
を
め
ぐ
る
過

度
な
競
争
、
返
礼
品
の
不
適

切
な
宣
伝
広
告
な
ど
が
あ
る

が
、
制
度
廃
止
に
よ
る
影
響

を
伺
う
。

　
　
寄
附
と
連
動
し
た
ポ
イ

ン
ト
の
還
元
・
付
与
が
原
則

廃
止
さ
れ
る
こ
と
に
よ
る
、

ふ
る
さ
と
納
税
制
度
へ
の
影

響
と
し
て
、
ポ
イ
ン
ト
が
付

与
さ
れ
る
令
和
７
年
９
月
ま

で
に
寄
附
を
済
ま
せ
よ
う
と

す
る
駆
け
込
み
需
要
が
発
生

す
る
可
能
性
が
あ
る
と
考
え

て
い
ま
す
。
た
だ
し
、
制
度

全
体
の
魅
力
が
大
き
く
損
な

わ
れ
る
も
の
で
は
な
い
と
考

え
ま
す
の
で
、
引
き
続
き
寄

附
者
に
喜
ば
れ
る
魅
力
あ
る

返
礼
品
の
提
供
と
深
川
市
の

魅
力
発
信
に
努
め
て
い
き
ま

す
。

ふ
る
さ
と
納
税
ポ
イ

ン
ト
廃
止
に
つ
い
て

　
　
毎
年
、
農
作
業
中
に
多

く
の
事
故
が
発
生
し
て
お
り
、

子
供
た
ち
が
巻
き
込
ま
れ
る

痛
ま
し
い
ケ
ー
ス
も
少
な
く

な
い
。
こ
う
し
た
事
故
を
１

件
で
も
減
ら
す
必
要
が
あ
る

が
、
農
作
業
事
故
の
発
生
状

況
と
啓
発
活
動
の
考
え
を
伺

う
。
　
　
市
内
の
農
作
業
事
故
は
、

令
和
４
年
に
32
件
、
５
年
に

17
件
、
６
年
に
29
件
発
生
し

て
お
り
、
そ
の
う
ち
入
院
は

４
年
の
１
件
の
み
で
、
死
亡

事
故
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

本
市
で
は
、
毎
年
春
と
秋
に

深
川
警
察
署
と
Ｊ
Ａ
き
た
そ

ら
ち
が
連
携
し
て
啓
発
チ
ラ

シ
を
作
成
し
、
生
産
者
の
皆

様
へ
配
付
し
て
い
る
ほ
か
、

市
内
関
係
団
体
へ
農
作
業
安

全
ポ
ス
タ
ー
の
掲
示
を
依
頼

す
る
な
ど
、
安
全
意
識
の
向

上
に
努
め
て
お
り
、
引
き
続

き
よ
り
効
果
的
な
取
組
を
検

討
し
て
い
き
ま
す
。

　
　
農
福
連
携
に
対
し
て
関

心
が
あ
り
、
協
力
し
た
い
と

い
う
思
い
は
あ
る
が
、
業
務

内
容
に
よ
っ
て
は
実
際
に
関

わ
る
こ
と
が
難
し
い
面
も
あ

る
。
ど
の
よ
う
な
関
わ
り
方

が
可
能
か
、
農
福
連
携
の
状

況
や
今
後
の
進
め
方
に
つ
い

て
伺
う
。

　
　
農
福
連
携
は
、
就
労
支

援
事
業
所
な
ど
と
連
携
し
、

Ｊ
Ａ
き
た
そ
ら
ち
や
生
産
者

の
現
場
で
行
う
施
設
外
就
労

と
生
産
者
か
ら
の
委
託
に
よ

る
施
設
内
就
労
を
実
施
し
て

い
ま
す
。
こ
れ
は
、
農
業
労

働
力
の
確
保
と
障
が
い
者
の

就
労
意
欲
の
向
上
等
に
つ
な

が
る
重
要
な
取
組
で
す
が
、

指
導
員
の
不
足
に
よ
り
施
設

外
就
労
の
対
応
に
限
界
が
あ

る
と
い
っ
た
課
題
も
あ
り
ま

す
。
今
後
も
農
福
連
携
懇
談

会
な
ど
を
通
じ
て
情
報
共
有

を
図
り
、
関
係
者
と
連
携
し

て
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

就
労
支
援
の
た
め
の

農
福
連
携
に
つ
い
て

民
間
主
導
イ
ベ
ン
ト
に
支
援
を

特
色
活
動
を
で
き
る
限
り
支
援

にっ た あきら

「民主クラブ」
新田　旺  議員

農
作
業
中
の
事
故
に
つ
い
て

安
全
意
識
の
向
上
に
努
め
る

う　どうまさ お

「公政クラブ」
有働正夫  議員

　
　
ま
ち
づ
く
り
に
関
す
る

支
援
事
業
の
多
く
は
、
収
益

を
伴
う
取
組
が
対
象
外
と
さ

れ
て
い
る
。
地
域
振
興
に
つ

な
が
る
も
の
で
あ
れ
ば
、
収

益
性
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず

積
極
的
に
支
援
す
べ
き
と
考

え
る
が
、
市
の
見
解
を
伺
う
。

　
　
本
市
を
含
む
多
く
の
自

治
体
は
、
各
種
イ
ベ
ン
ト
に

対
す
る
助
成
制
度
に
お
い
て
、

利
益
を
伴
う
事
業
は
公
金
支

出
の
公
平
性
や
公
正
性
を
確

保
す
る
観
点
か
ら
原
則
対
象

外
と
さ
れ
て
お
り
、
市
内
で

開
催
さ
れ
る
多
種
多
様
な
イ

ベ
ン
ト
に
対
す
る
助
成
に
つ

い
て
も
同
様
に
対
応
し
て
い

ま
す
。
今
後
も
開
催
目
的
や

地
域
へ
の
波
及
効
果
な
ど
様

々
な
要
素
を
総
合
的
に
考
慮

し
な
が
ら
、
地
域
の
皆
様
が

取
り
組
む
特
色
あ
る
イ
ベ
ン

ト
が
継
続
・
発
展
で
き
る
よ

う
可
能
な
範
囲
で
支
援
に
努

め
ま
す
。

　
　
今
後
さ
ら
に
安
心
し
て

妊
娠
・
出
産
が
で
き
る
ま
ち

づ
く
り
を
進
め
る
上
で
、
子

育
て
初
期
に
お
け
る
経
済
的

負
担
の
大
き
さ
や
、
昨
今
の

物
価
高
騰
の
状
況
を
踏
ま
え
、

交
付
金
額
の
見
直
し
が
必
要

と
考
え
る
が
、
市
の
見
解
を

伺
う
。

　
　
物
価
高
騰
に
よ
る
子
育

て
世
帯
の
家
計
へ
の
負
担
は

大
き
い
と
承
知
し
て
い
ま
す

が
、
令
和
４
年
度
に
見
直
し

た
交
付
額
は
他
の
自
治
体
と

比
較
し
て
も
高
水
準
で
あ
る

こ
と
か
ら
、
現
状
は
交
付
額

を
見
直
す
考
え
に
は
至
っ
て

い
ま
せ
ん
。
子
育
て
世
代
の

支
援
に
関
し
て
は
、
７
年
度

か
ら
事
業
を
拡
充
し
た
宿
泊

型
及
び
日
帰
り
型
の
産
後
ケ

ア
事
業
な
ど
、
妊
娠
期
か
ら

子
育
て
期
ま
で
切
れ
目
の
な

い
支
援
に
よ
り
、
今
後
も
安

心
し
て
子
育
て
で
き
る
環
境

づ
く
り
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

コ
ウ
ノ
ト
リ
応
援
プ

ラ
ン
の
見
直
し
を

妊娠・出産応援交
付金事業：市HP

農作業安全対策：
農林水産省HP
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■大前　昭代　議員
・高齢者向けシェアハウスについて
・外国人材受入れ状況について

■伊藤美恵子　議員
・二地域居住の推進について
・生成ＡＩの行政事務への活用状況について

■松原やす子　議員
・こども誰でも通園制度について

■佐々木一夫　議員
・米問題について
・自治体情報システム標準化・共通化について
・拓殖大学北海道短期大学の深川市からの転出問題について
・深川市複合施設建設工事の地域限定一般競争入札に係る共同企業体の扱いに
　ついて
・ごみ処理手数料について
・アンダーパスの雨水排水等について

■田畑　陽美　議員
・空き家対策について
・婚姻届について

■新田　　旺　議員
・地域活性化起業人制度について

■有働　正夫　議員
・熱中症対策について
・空き店舗対策について

■宮澤　孝司　議員
・民生委員児童委員について
・移住促進の取組について

■北村　　薫　議員
・深川市の民生委員児童委員の定数について

掲
載
以
外
の
質
問
項
目

質
問
内
容
は
、
深
川
市
議
会
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
チ
ャ
ン
ネ
ル
や

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
一
般
質
問
通
告
表
で
確
認
で
き
ま
す
。

深川市議会
YouTube
チャンネル

一般質問
通告表

防
災
訓
練
の
実
施
に
つ
い
て

防
災
総
合
訓
練
の
実
施
を
予
定

きたむら かおる

「公政クラブ」
北村　薫  議員

深川市地域防災計
画：市HP

平成29年に実施した防災
総合訓練の様子

　
　
深
川
市
地
域
防
災
計
画

で
は
、
災
害
時
の
応
急
対
策

を
円
滑
に
進
め
る
た
め
、
関

係
機
関
や
住
民
へ
の
防
災
知

識
の
普
及
を
目
的
と
し
た
防

災
訓
練
の
実
施
が
定
め
ら
れ

て
い
る
。
防
災
訓
練
の
具
体

的
な
実
施
計
画
や
予
定
を
伺

う
。　

　
　
令
和
７
年
10
月
に
大
規

模
な
地
震
を
想
定
し
た
深
川

市
防
災
総
合
訓
練
の
実
施
を

予
定
し
て
お
り
、
地
域
住
民

の
防
災
意
識
の
向
上
や
、
防

災
関
係
機
関
と
住
民
の
協
力

体
制
の
確
立
を
目
的
に
、
緊

急
避
難
や
誘
導
訓
練
、
ヘ
リ

コ
プ
タ
ー
救
出
訓
練
な
ど
の

実
施
を
想
定
し
て
い
ま
す
。

被
害
を
最
小
限
に
抑
え
る
た

め
に
は
、
日
頃
の
備
え
と
迅

速
な
対
応
力
が
不
可
欠
で
あ

る
こ
と
か
ら
、
今
後
も
深
川

市
地
域
防
災
計
画
に
基
づ
き

計
画
的
に
訓
練
を
実
施
し
て

い
き
ま
す
。

　
　
市
で
は
除
排
雪
オ
ペ
レ

ー
タ
ー
の
人
手
不
足
を
受
け
、

除
排
雪
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
養
成

事
業
助
成
を
行
っ
て
い
る
が
、

現
在
助
成
対
象
と
な
っ
て
い

な
い
期
間
雇
用
者
に
つ
い
て

も
対
象
に
含
め
る
こ
と
が
で

き
な
い
か
、
市
の
見
解
を
伺

う
。
　
　
現
在
の
助
成
要
綱
で
は
、

通
年
雇
用
者
の
み
が
助
成
対

象
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
高

齢
化
や
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
の
人

員
不
足
な
ど
は
喫
緊
の
課
題

で
あ
り
、
通
年
雇
用
と
同
様

に
事
業
者
を
支
援
す
る
取
組

は
重
要
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

新
規
に
除
排
雪
オ
ペ
レ
ー
タ

ー
と
し
て
就
労
し
や
す
い
環

境
を
整
え
る
た
め
、
事
業
者

か
ら
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
の
養
成

に
関
す
る
要
望
や
意
見
を
集

約
す
る
と
と
も
に
、
他
自
治

体
の
事
例
も
参
考
に
し
な
が

ら
前
向
き
に
検
討
を
進
め
ま

す
。　

除
排
雪
オ
ペ
レ
ー
タ

ー
養
成
事
業
の
拡
充
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〒074-8650　深川市２条17番17号
電話0164-26-2282（直通）

深川市議会YouTube
チャンネル

深川市議会
　　　公式ホームページ

問合先：深川市議会事務局内 過去の市議会だよりは過去の市議会だよりは
ＨＰで御覧いただけます。ＨＰで御覧いただけます。

　委員の任期満了に伴い、広報編集委員を新
たに選任しました。
　市議会だよりは、市議会の活動状況を広く
市民に周知し、市議会に対する市民の理解を
深めるとともに、市民に開かれた市議会の推
進に資することを目的に発行しています。
　委員の任期は２年で、今号が新委員の編集
による最初の市議会だよりになります。

－委員長挨拶－
　このたび、広報編集委員長を仰せつかりました。どうぞよろしくお願いいた
します。
　今のところ作物は順調に生育しているようであります。本年の出来秋を大い
に期待したいところであります。
　さて、今定例会では10人の議員が市に対して建設的、また厳しい指摘を含め
た一般質問を行いました。市議会の様々な情報を少しでも多く、市民の皆様に
お伝えできるよう丁寧な編集を心がけてまいります。

広報編集委員長　有働　正夫　

■委 員 長　　有働　正夫
■副委員長　　山本　時雄
■委　　員　　北村　　薫　　　新田　　旺　　　佐々木一夫　　　
　　　　　　　松原やす子

■正式な会期日程は、直
前の議会運営委員会で
決定されます。詳しく
は深川市議会事務局へ
お問い合わせください。
■本会議は、いずれの日
程も傍聴することがで
きます。当日、市役所
４階の議会事務局で受
付しております。
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広報編集委員が変わりました

9月
定例会の
予定

9/9～9/26〈18日間〉
時間はいずれも午前10時～


